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低軌道衛星MIMOおよびセンシング技術により、衛星通信の大容量化・多端末収容化を実現します

近年の衛星通信の爆発的な需要増加を見据えた、衛星フィーダリンク大容量化・サービスリンク多端末収容の実現を目指します。
衛星MIMOは、これまでの広帯域化、多値変調、偏波多重に加え、アンテナ数に応じたスケーラブルな大容量化を目指します。衛
星センシング技術は、地上基地局を不要とした衛星直収技術を実現します。さらに伝送方式の技術革新を見据え、方式に依存し
ない多端末収容を目指します。

R&Dフェーズ ｜ 研究　　実用化時期 ｜ FY30-

お問い合わせ：無線エントランスプロジェクト

技術ポイント

・衛星MIMOは、遠隔配置した地上局アンテナに向けて空間多重伝送を行
い、受信機は遅延・ドップラーシフト補償を用いた等化器により信号を分離
・衛星センシングは、複数アンテナの受信信号を地上局に集約した後にビー
ムフォーミングを行うことで、複数方式のIoT端末の一括同時復調を実現

・低軌道衛星によるMIMO伝送の実証実験は世界初となり、従来の単体
アンテナ通信と比較しアンテナ数に応じて大容量化効果を実証
・衛星センシングはプロトコルフリーのため、衛星のみでさまざまな方式
を適用可能とし、さらにビームフォーミングにより端末収容数を増加

要素技術 市中技術差異点

宇宙・防衛

衛星MIMOによって衛星の基幹回線を大容量化することで、低軌道衛星通信サービス（市中の低軌道衛星サービス、モバイルダ
イレクト、IoTサービス）や観測衛星の高スループット通信サービスや、高精細観測データの集約を実現します。 
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